
 

 福井市の公共施設に関する市民アンケートの結果について 

（１）アンケートの目的 

財政再建計画を進めるにあたり、施設マネジメントアクションプラン（以下、「アクションプ

ラン」という）及び使用料の減免について、市民の皆様の意識を調査するために実施 

（２）アンケートの実施概要 

 実施期間：平成３０年１１月１５日～１１月３０日 

 調査対象：１８歳以上の市民２，０００人（無作為抽出） 

 実施方法：郵送による無記名アンケート 

１ アンケート実施概要 

２ アンケート結果について 

＜アクションプランについて①＞ 

 

 

＜施設使用料の見直しについて＞ 
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Ｑ：アクションプラン策定について 
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Ｑ：数値目標について 

（今後１５年で施設延床面積 

１０万㎡削減） 
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Ｑ：財政再建計画に掲げる 

 ２７施設の方向性について 

＜アクションプランについて②＞ 

Ｑ：財政再建計画に掲げる２７施設の優先度について 
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回収件数：６３３件（回収率３１．６５%） 

 

アクションプランの必要性や数値目標及び方向性については、賛成の傾向にある。 

財政再建計画に掲げる２７施設については、全ての施設において「優先して検討するべき」 

又は「どちらかといえば優先して検討するべき」とした回答が半数を超えており、平均では 

７割を超えている。 

施設の維持管理にかかる費用負担は「入館料と市税」でまかなうべきとの回答が多い。 

高齢者の入館料については、「一般と同額」又は「一般より安く」とする回答が過半数である。 

 

Ｑ：施設維持にかかる費用の負担 Ｑ：現在無料となっている入館料のあり方について 
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福井市行政改革推進委員会財政健全化専門部会 資料３ 


